
船舶事故等調査報告書 

平成２２年６月２４日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第２６号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年２月２７日 １０時０２分ごろ 

発生場所 京浜港横浜区山下ふ頭８号岸壁 横浜本牧防波堤灯台から真方位２８７°

２，４００ｍ付近 

（概位 北緯３５°２７.０′ 東経１３９°３９.８′） 

事故等調査の経過  平成２２年２月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ 自動車運搬船 COOL
クール

 STAR
スター

、９,９９９トン 

   ８９１１２６７（ＩＭＯ番号）、Excellent Fleet Management 

Ｂ 貨物船 ASIAN
アジアン

 HARMONY
ハーモニー

、４,３５３トン 

９１９６４８６（ＩＭＯ番号）、Laurel Maritime Co Ltd 

 乗組員等に関する情報 Ａ 水先人、東京湾水先区水先人 

  船長、フィリピン共和国免状 

Ｂ 船長、キプロス共和国免状 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷舷梯凹損、右舷側中央外板凹損 

Ｂ 船橋右舷救命浮環箱損傷、右舷ボートデッキ甲板凹損 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａほかフィリピン人１７人が乗り組み、自動車１,１６３台

を積載し、平成２２年２月２７日０９時２４分ごろ水先人Ａが乗船して京

浜港横浜区山下ふ
．
頭７号岸壁からの出港準備を整えた。 

Ｂ船は、船長Ｂほかフィリピン人１５人が乗り組み、Ａ船に隣接する山

下ふ頭８号岸壁に左舷着けで着岸していた。 

水先人Ａは、Ａ船の左舷船尾にえい
．．

船のラインをとり、船首付近にもう

１隻を待機させ、０９時５０分ごろ全係留索を解らんしたのち、投入して

いた左舷錨を巻き、船尾えい
．．

船に左舷正横方向へ引かせて７号岸壁から離

岸した。 

Ａ船は、０９時５９分ごろ極微速力前進、１０時００分ごろクリアアッ

プアンカー状態となるとともに微速力前進、１０時０１分ごろに半速力前

進としたところ、風が強くて右舷方のＢ船に向かって圧流されたので全速

力前進としたが、１０時０２分ごろ、８号岸壁のＢ船の右舷側にＡ船の右

舷側が接触した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 ５、視界 良好 

海象：潮汐 ほぼ低潮時 

その他の事項 Ａ船は自動車専用船で受風面積が大きい船型であった。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 あり 

気象・海象の関与 あり 

Ａ船は、京浜港横浜区山下ふ
．
頭において、離岸判明した事項の解析 

 



 

する際、強風に圧流されて着岸中のＢ船に衝突し

たものと考えられる。 

Ａ船は、風力５の風が吹く状況下，受風面積の

大きい船型であったが、離岸前に船首尾の両タグ

ボートからタグラインを取るなど、風圧に対する

適切な備えをしていなかった可能性があると考え

られる。 

原因  本事故は、Ａ船が、京浜港横浜区山下ふ
．
頭において離岸する際、Ａ船が

風で圧流されたため、着岸中のＢ船に衝突したことにより発生したものと

考えられる。 

 




